
教育委員会定例会会議録 

１ 日  時 平成３１年２月１８日(月) 午後２時３０分～午後４時 

２ 場  所 伊東市役所高層棟４階中会議室 

３ 出 席 者 １番 髙橋 雄幸君  ２番 井上 靖史君   

３番 山本 香織君  ４番 沼田 芳美君 

５番 村上 惠宏君 

４ 参  与 教育部長 冨士 一成  次長兼教育総務課長 岸 弘美 

       教育指導課長 操上 俊樹  幼児教育課長 稲葉 祐人   

生涯学習課長 杉山 宏生 

５ 事 務 局 教育総務課課長補佐 太田 靖久  主事 杉山 詩乃 

６ 会議の経過 

教育長：ただ今から伊東市教育委員会２月定例会を開会する。議事に先立ち事

務局から報告を行う。 

 （事務局から出欠報告及び資料確認） 

教育長：それでは議事に入る前に会議の非公開について諮る。教議第９号「県

費負担教職員人事に関する内申について」は人事案件のため伊東市教育委員会

会議規則第９条により秘密会としたい。賛成の委員は挙手願う。 

（委員全員挙手） 

教育長：では、教議第９号については秘密会とすることを決定し、全案件終了

後に審議したいと思う。 

教育長：それでは議事に入る。始めに前回の会議録の確認を行う。１月定例会

の会議録について修正点等はあるか。 

（意見なし） 

教育長：会議録を原案どおり承認してよろしいか。 



（委員全員から賛成の声） 

教育長：承認が得られたので、１月定例会会議録は原案どおり決定する。  

会議録の署名は井上委員にお願いする。 

教育長：議事に入る。教育長報告を行う。１月定例会教育長報告事項について、

主な内容のみ説明を行う。 

１月２２日 政策会議 

２３日 幼稚園長面談、教育問題懇話会 

   ２４日 東部地区青少年補導センター連絡協議会、幼稚園教頭面談、 

       就学援助認定委員会 

２５日 成人式実行委員会、文化財防火デー放水訓練 

２６日 善行賞授与式、伊東商工会議所青年部１０周年記念式典、 

    伊東温泉めちゃくちゃ市開式 

２８日 静東地区教育長会 

２９日 未来ビジョン会議 

３０日 区長への新年度予算概要説明会、分譲地自治会役員への新年度

予算概要説明会、伊東市政治倫理審査会 

３１日 全国小学生バドミントン選手権大会入賞報告 

２月 １日 東部社会教育振興協議会 

２日 城ケ崎いこいの里観劇会 

３日 第４７回伊東駅伝競走大会、伊東文化財史跡保存会懇談会 

４日 政策会議、男女共同参画プラン推進会議 

５日 幼稚園長会 

６日 子育て世帯ミーティング 

７日 いでゆ大学閉校式、市教育研究会運営委員会 



１０日 大室山山焼き大会（神事） 

１２日 校長会、３１年度伊東市各会計予算案公表、 

伊豆市土肥小中一貫校視察 

１３日 静東地区教育長会 

１４日 教育問題懇話会、母親代表の教育要望懇談会 

１８日 教育委員会定例会 

 以上で報告を終わるが、何か意見・質問はあるか。 

（意見・質問なし） 

教育長：それでは、各委員からの報告をお願いする。 

委員：２月３日（日）に開催した伊東駅伝競走大会の閉会式に出席した。開会

式と違い、走り切った後の清々しさを感じた。佛現寺の節分祭と日程が重なり、

市長などが途中退席しなくてはいけなく、少し残念であった。 

杉山生涯学習課長：今年は思ったよりも混雑が無かったので良かった。来年も

同じ時期になるかと思われるので協力をお願いしたい。 

教育長：２月１２日（火）に伊豆市土肥小中一貫校に視察に行ったが、その感

想があればお願いしたい。 

委員：視察に行けて良かった。新築部分と改修部分とあったが、聞かなければ

分からないくらい綺麗になっていた。エアコンや電子黒板、タブレット等も整

備され、教育環境もとても良いと感じた。部活動などのグラウンドのすみ分け

が気になっていたが、とても敷地が広かったので上手くすみ分けができていた。

伊東でやるとなると、敷地の確保が難しいと思われるので、部活動のやり方な

ど考える必要があると感じた。統廃合するにあたって、先生方、保護者や地域

の方と密に意見のやりとりをして、手紙等でもきめ細やかに伝えているのを感

じた。１年目で分からない部分がまだあるとのことだったので、少し期間が経



ってからもう一度話を聞くのも良いのではないかと思った。 

委員：きめ細やかな計画で地域を大切にして進めてきたととても感じた。まだ

できたばかりなので、今後の課題は明確に出ていなかった。人間関係や教育課

程の繋ぎが滑らかにいくのか等少し経ってからまた伺ってみたい。日々の生活

のなかで細かい課題が出てくるのではないかと思う。 

委員：１つの学校をみんなで作っている、みんなの力で、ということを感じた。

この地域に学校を残すという意志を持って作り上げた。教育問題懇話会でも宇

佐美地区に小中一貫校という話が出ていたと思うが、視察を通して宇佐美地区

であれば十分可能ではないかと感じた。学年でクラスが少ないため縦割りで授

業計画をしたり工夫されていた。 

教育長：１年生から９年生まであり、１年生から４年生、５年生から７年生、

８年生から９年生の３つで教育内容を区切っていた。中学生から学ぶことも多

く、５年生の伸びが素晴らしいとのことであった。区切りが自由にできるとい

うことは良さであり、工夫次第で上手くいくのではないか。教職員も小学校と

中学校両方の免許を持っている人がほとんどなので、教科の専門性が高まり、

質の高い教育となっていると思われる。統廃合への反対は強くあったが、合計

３１回の会合を開き、丁寧に住民と意見交換を行って進めたようだ。修善寺と

の合併の話もあったが、土肥地区は他の地区とは合併させないという強い意志

があり、土肥地区に学校を残す形となった。 

委員：今回、視察に参加できず残念であった。ＩＣＴ化が進んでいるという部

分で、統廃合など大きなきっかけがあると一気に進められると思う。教職員が

専門教科を教えることができれば、専門性が深まり、多忙化の解消もできるの

ではないか。柔軟性がある将来性を感じる学校モデルではないかと感じる。 

教育長：統廃合という話になると、反対意見が出てくるかと思うが、ＩＣＴ化



や施設の充実、教育の質の向上など、統廃合によってプラスになる部分もある。

また機会があれば視察に行きたいと思う。 

教育長：それでは、議題に入る。議決事項、教議第９号「県費負担教職員人事

に関する内申について」は、先ほど決定した通り秘密会とし、全案件終了後に

審議する。 

教育長：次に、報告事項に入る。教報第１７号「平成３１年度小・中学校の児

童及び生徒数について」を議題とする。 

 （操上教育指導課長から資料に沿って説明） 

教育長：ただいまの説明について、意見・質問はあるか。 

委員：小学校において、特別支援学級の児童が増えているとのことだが、中学

校でも増えているのか。 

操上教育指導課長：中学校では増減はほとんどない。 

教育長：次に、教報第１８号「平成３１年度保育園・幼稚園の園児数につい

て」を議題とする。 

 （稲葉幼児教育課長から資料に沿って説明） 

教育長：ただいまの説明について、意見・質問はあるか。 

委員：幼稚園において、前年度と比べ数字が減った園がある。通常だと、３歳

児の園児数が４歳児に持ち上がるはずだが、大幅に減ったのはどうしてなのか。 

稲葉幼児教育課長：園児数が減り、この先どうなるのか、という不安が保護者

にある。園児数の多い園へ入園希望を変更することなどにより、園児数が減少

した園がある。 

委員：無償化によって保育園に流れているのか。 

稲葉幼児教育課長：現時点で数字は把握していないが、少なからずいると思わ

れる。 



委員：保育園において、前年度と比べ園児数が減少している園があるが、なぜ

か。 

稲葉幼児教育課長：保育士の確保に苦労している状況であり、受入可能な園児

数が減ってしまった。 

教育長：保育士や幼稚園教諭はかなり足りていないという認識で良いのか。 

稲葉幼児教育課長：公立では、臨時職員を募集してもなかなか見つからないの

が現状である。民間では、市外にも幅広く運営している場合は市外からも人材

を呼ぶことができるが、市内のみで運営している園は人材確保に苦労している。 

委員：民間の園間で職員賃金に格差はあるのか。 

稲葉幼児教育課長：市からの補助金は国の定めにより人数に応じて一律である

が、それを人件費に使うか設備に使うか等、配分や使途は園に委ねている。 

委員：保育士がいれば待機児童の解消ができるのであれば、何か支援ができな

いのか。 

稲葉幼児教育課長：民間保育園の保育士確保を市でも連携をとり、経験のない

方が勤める場合に費用を助成をする等の支援を行っている。 

教育長：保育士の採用人数を１人や２人ではなく、もっと確保する必要がある

ように感じる。人材確保は保育の質や安定を図るためにも大切である。 

教育長：次に教報第１９号「伊東市立図書館の特別開館について」を議題とす

る。 

 （杉山生涯学習課長から資料に沿って説明） 

教育長：ただいまの説明について、意見・質問はあるか。 

教育長：ゴールデンウィークは、市の施設は統一して４月３０日、５月２日及

び５日を開館とする予定なのか。 

杉山生涯学習課長：公民館や市民運動場等は条例や規則により、基本的に月曜



日及び１２月２８日から翌年１月４日までが休館でその他の祝日等は開けると

いう決まりになっている。図書館のみ祝日も休館することになっているため、

特別開館日を定める。全ての施設は把握していないが、図書館以外の生涯学習

施設に関しては、指定管理者により開けると聞いている。 

教育長：以上で報告事項を終了する。 

教育長：次に、その他「各課報告について」を議題とする。 

岸次長兼教育総務課長：教育問題懇話会の進捗状況について報告する。１月２

３日（水）に第５回が開催され、２月１４日（木）に最終の第６回が開催され

た。今後の予定としては、２月２５日（月）１６時から会長及び副会長が答申

を教育長に提出する。答申については、３月の定例会で報告する予定である。 

操上教育指導課長：教育指導課から生徒指導について報告する。問題行動につ

いては相変わらず小学校の方が多い。小学校では５年生が多く、中学校では２

年生が多く、来年度最上級生となるので学校をリードできるような雰囲気作り

ができるよう指導していきたい。中学校ではネット問題が数件報告されている。

全国的なニュースで、未成年が出会い系サイトを利用し事件に巻き込まれると

いったことが後を絶たない。伊東市において、実態は完全に把握できてはいな

いが、ネットを利用し会ったことのない人とやり取りをしている状況はあるか

と思う。実際に会って事件に巻き込まれた報告はないが、水面下に隠れてしま

うので注意していきたい。再三再四学校では講義を行っているが、なかなか無

くならないのが現状であるため、警戒していく必要がある。いじめについては、

重大事案は無い。校長会にて、ほんのちょっとしたことでもいじめに繋がる可

能性があるものについては認知していく意識を持ち、学校の中でも報告するシ

ステムを作っていくことを再確認した。不登校については、小学校で１．１

５％、中学校で５．４６％と他市町と比べても高い。教員が家庭訪問や保護者



との連絡を行うなかで、ネグレクトや親が非協力的なことも不登校がなかなか

改善しない要因としてあるかと思われる。学校は、親と子の関係が切れないよ

うに支援していかなければいけないと感じる。 

稲葉幼児教育課長：幼児教育課から２点報告を行う。１点目は、２月６日

（水）に行われた子育て世代ミーティングについてである。保育園父母の会連

合会の要望により行われ、約４０人が参加した。市長の子育て支援に関する方

向性の確認や、出生数を増やすため、子育てしやすい街づくりをするため、活

発な意見交換が行われた。 

２点目は、今年度いっぱいにて休園となる竹の台幼稚園の様子についてであ

る。子どもたちも元気に活動していて、不安や不満もなく休園に入ることがで

きると思われる。跡地も子どもたちが活動できる施設になるよう検討を進めて

いく。 

杉山生涯学習課長：生涯学習課から７点報告を行う。１点目は、２月３日

（日）に開催した伊東駅伝について報告する。高校男子の部で１チーム棄権し、

一般男子１８チーム、高校男子７チーム、中学男子７チーム、一般・高校女子

８チーム、中学女子７チーム、合計４７チームが参加した。天候にも恵まれ、

好記録も続出し、清々しさを感じる良い大会になった。 

 ２点目は、２月７日（木）にいでゆ大学の閉校式が行われた。全２０講座を

実施し、１回生が２５人、２回生が２８人の参加者であった。２年間で全４０

回実施し、皆勤者が２人いた。 

 ３点目は、２月９日（土）にふるさと教室の今年度最終講座が行われた。全

１４回の講座を実施し、小学生４２人が参加し、皆勤者が１２人いた。静岡県

青少年指導者級別認定事業の一環である「夢チャレンジくらぶ」に８人の中学

生が参加した。今年度は、四季不知やＮＰＯ法人森のボランティア等の協力に



より、普段できない体験を実施できたと思う。来年度も工夫を凝らし、民間団

体の協力も得ながら事業を進めていきたい。 

 ４点目は、木下杢太郎記念館の第３３回特別展について、杢太郎唯一の単独

詩集「食後の唄」百年をテーマに３月１２日（火）から５月１２日（日）まで

木下杢太郎記念館で開催する。 

 ５点目は、図書館・文化ホール建設に向けた検討会の進捗状況についてであ

る。図書館と文化ホールを複合施設としない方向性で検討を進めており、建設

候補地と形態の決定を来年度中に先延ばしとした。 

 ６点目は、図書館について、子どもに本に親しんでもらう事業の一環として、

２月２３日（土）から２４日（日）にかけて、「冬のぬいぐるみ図書館おとま

り会」を開催する。子どもが持ち込んだぬいぐるみが図書館にお泊りをして本

を選び、持ち主に本をプレゼントする。 

 ７点目は、江戸城石垣石丁場跡保存活用事業を来年度実施する。平成２８年

３月１日に国指定史跡となった江戸城石垣石丁場跡の史蹟整備を進めるために

は、保存活用計画を策定しなくてはならない。市議会３月定例本会議において

計画策定に関する条例を上程し、教育委員会３月定例会にて条例に関連する規

則について審議をお願いする。 

教育長：ただいまの報告について、意見・質問はあるか。 

委員：ネット問題の話があったが、スマートフォン等の所持や使い方について

学校の校則としては何か決まりがあるのか。 

操上教育指導課長：携帯電話は小中学校には原則持ってきてはいけないことに

なっている。ただし、送迎などの関係で親と連絡をとらなければならない場合、

学校長の許可の下、朝登校した時点で職員室に預けて金庫に保管し、学校が終

わった時点で返却する形で持ってきている。利用の仕方については、お便りや



集会等で啓発はしているが、家庭に委ね、特に校則等では決めていない。 

委員：休日の部活動の時も同様に持ってきてはいけないのか。 

操上教育指導課長：同様に持ってきてはいけないことになっている。部活動に

持ってくる必要は無いかと思う。 

委員：不登校の関係でネグレクトについて、ケースワーカー等と上手く連携が

取れているのか。 

操上教育指導課長：伊東市ではスクールカウンセラーとは別に、専門の資格を

持つスクールソーシャルワーカーを２人雇っている。学校では主に、スクール

ソーシャルワーカーと子育て支援課等と連携して家庭に入っている。個々のケ

ースに対し、その都度ケース会議を開き、関係機関が集まり対応を検討してい

る。 

教育長：ネット問題は表面に見えている件数のみであるため、表面に見えない

部分がたくさんあると思って、しっかり繰り返し指導をしていく必要がある。

学校だけではなく、地域・社会で対応が必要なのではないかと思う。ネットで

知り合った人と実際に会うことにあまり抵抗が無い子が多いと聞くので、ネッ

トの中でしか関係を持っていない、知らない人に会う恐怖感をしっかり学んで

ほしい。 

委員：竹の台幼稚園の跡地について、子どもたちが使える施設とはどのような

ものを考えているのか。 

稲葉幼児教育課長：地域の区長や関係部署に投げかけをして調整を進めている。 

委員：普段から幼稚園の貸出はしているのか。 

稲葉幼児教育課長：申込があった場合、幼稚園と調整し貸出は行っている。申

込は多くは無いが、地域の盆踊り等で利用がある。 

委員：保育園にて、ゴールデンウィークの１０連休中は休日保育を実施するの



か。 

稲葉幼児教育課長：通常だと休日保育を利用した場合、振替で翌週の平日のど

こかを休みとするようにしている。休日保育が連続してしまうと子どもたちに

とって家庭生活が不足してしまい、また、保育士の休暇の確保も難しくなるの

で、対応を検討している。民間園については、各園にて市の考え方を参考に決

めてもらう。 

委員：サービス業の方からは預けたいと要望はあるかと思うが、毎日保育園に

通うのは少し可哀そうな気がする。保育士の休暇もしっかり確保してほしい。 

教育長：今後の日程について確認する。 

３月の定例会については、３月１８日（月）午後２時３０分から 

４月の定例会については、４月１５日（月）午後２時３０分からを予定して

いる。 

教育長：それでは冒頭で決定したとおり、教議第９号を審議するが、審議は非

公開とし、当局は冨士教育部長及び操上教育指導課長のみ入室を認めることと

する。 

教育長：それでは議決事項、教議第９号「県費負担教職員人事に関する内申に

ついて」を議題とする。 

 （操上教育指導課長から資料に沿って説明） 

 （審議の結果、本件については原案どおり承認） 

教育長：以上で伊東市教育委員会２月の定例会を終了する。 

 

 

 

 



以上のとおり会議の次第を記録し、ここに署名する。 

 

教育長  髙橋 雄幸 

 

委 員  井上 靖史 

  

 書 記  杉山 詩乃 

 


